
リコール届出日 ： 平成２１年５月２０日

2312

 無し

車名 型式 通称名
リコール対象車
の台数

備       考

Ｍ０５ ＪＲ１８０ 74台

Ｍ０８ ＪＲ１８０ 22台

ＳＤ－Ｍ０８ ＪＲ１８０ 39台

ＪＤＳ－Ｍ１５ ＪＲ１８０ 20台

ＪＲ２２０ ＪＲ２２０ 1台

ＪＲ２２０ ＪＲ２２０－２ 1台

６８Ｂ ＪＲ２２０－３ 1台

ＪＲ３００ ＪＲ３００ 15台

Ｍ０６ ＪＲ３００ 51台

ＳＤ－Ｍ０６ ＪＲ３００ 11台

６８Ｃ ＪＲ３００－３ 6台

ＪＲ４４０ ＪＲ４４０ 6台

　　【注意事項】リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。

（計11型式） （計7車種） (合計247台） （大特247台含む）
　　　　平成10年9月29日～

　　　　　　平成19年3月20日

６８Ｃ－００３０２～６８Ｃ－００３０７

平成11年10月27日～平成14年11月13日

平成18年9月19日～平成18年3月5日
ＪＲ４４０－００１０５～ＪＲ４４０－００１１０

Ｍ０６－００１１６～Ｍ０６－００２１２
平成12年8月30日～平成15年11月14日

Ｍ０６－００２１３～ＭＯ６－００２２３
平成16年8月9日～平成17年11月6日

６８Ｂ－００３０１
平成18年10月25日

ＪＲ３００－００１０１～ＪＲ３００－００１１５
平成10年9月29日～平成12年3月22日

リコール対象車の車台番号
（シリアル番号）の範囲及び

製作期間

平成14年8月10日
ＪＲ２２０－００２０１
平成15年11月11日

Ｍ０８－００２０１～Ｍ０８－００２２２

・使用者：直接電話等でユーザに連絡する。
・自動車分解整備事業者：使用者を全て把握しているので、周知のための措置
はとらない。
・対策完了車については、キャビン右側面の後方下隅にNo.2312のステッカーを
貼付する。

基準不適合状態にあると
認める構造、装置又は性
能の状況及びその原因

リコール開始日

　走行モータの油圧ポンプにおいて、ポンプ駆動軸の強度が不足しているため、
駆動用歯車との勘合部が摩耗する場合がある。そのため、そのままの状態で使
用を続けると、当該ポンプが駆動出来なくなり、最悪の場合、走行不能になるお
それがある。

　全車両、当該駆動軸、及び歯車を対策品に交換する。

ＴＣＭ株式会社
代表執行役社長　　荒畑秀夫

問い合わせ先 ： ＴＣＭ株式会社
                        品質保証部　竜ケ崎グループ  ０２９７－６２－４６６１

動力伝達装置不具合の部位（部品名）

リ コ ー ル 届 出 一 覧 表

市場からの情報による。

改善措置の内容

不具合件数

発見の動機

リコール届出番号 平成21年5月21日

届出者の氏名又は名称

事故の有無 　３件

ＴＣＭ

自動車使用者及び自動車
分解整備事業者に周知さ

せるための措置

平成15年6月10日～平成15年11月11日
Ｍ０８－００２２３～Ｍ０８－００２６１

平成16年6月10日～平成17年11月25日
Ｍ１５－００３０１～Ｍ１５－００３２０

平成18年6月29日～平成19年3月20日
ＪＲ２２０－００１０１

Ｍ０５－００１０３～Ｍ０５－００１８２
平成10年10月8日～平成14年10月27日

連絡先：国土交通省 自動車交通局 技術安全部
            審査課 リコール対策室
電話番号：０３－５２５３－８１１１  内線：４２３５３
国土交通省 ホームページアドレス：
                             ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｍｌｉｔ．ｇｏ．ｊｐ


